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朱
薫
『
朱
文
公
文
集
』
政
文
訳
注
稿
　
(
一
)

は
じ
め
に

本
稿
は
、
朱
薫
(
二
三
〇
-
一
二
〇
〇
)
　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
巻
八

一
～
八
四
　
「
政
」
　
に
対
す
る
訳
注
の
試
み
で
あ
る
。
膨
大
な
原
稿
量
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
当
面
は
巻
八
一
部
分
の
全
訳
の
完
成
を
め
ざ
す
。
今
後
、
本

誌
『
東
洋
古
典
学
研
究
』
に
不
定
期
に
掲
載
す
る
。

「
政
」
　
と
は
、
書
物
や
詩
文
、
書
画
等
を
読
ん
だ
り
鑑
賞
し
た
と
き
に
湧
き

起
こ
っ
た
感
想
、
評
価
、
意
見
等
を
書
い
て
そ
の
書
物
や
作
品
の
後
ろ
に
つ
な

げ
保
存
し
た
文
章
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
単
行
す
る
の
で
は
な
く
、
鑑

賞
、
評
価
対
象
と
な
っ
た
、
具
体
的
な
物
体
(
以
下
、
こ
の
意
味
の
場
合
、
r
モ
ノ
」

と
記
す
)
と
し
て
の
書
物
や
作
品
に
お
お
む
ね
付
加
さ
れ
て
通
行
す
る
。

書
物
に
対
す
る
政
文
の
場
合
は
、
刊
行
者
が
そ
の
書
物
の
価
値
を
一
般
読
者

に
知
ら
せ
る
た
め
に
然
る
べ
き
学
者
、
読
書
家
に
依
頼
し
た
り
、
書
画
等
に
対

す
る
も
の
の
場
合
は
、
作
者
、
所
蔵
者
等
が
や
は
り
そ
の
価
値
を
評
価
し
て
も

ら
う
た
め
に
然
る
べ
き
鑑
賞
者
、
有
名
人
に
感
想
を
依
頼
し
た
り
し
て
作
成
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
書
物
の
編
著
者
、
作
品
の
作
者
が
作
成
す
る
こ
と
も
あ
る
。

市
来
　
津
由
彦

あ
る
い
は
士
大
夫
同
士
の
交
流
の
中
で
、
書
画
等
の
所
蔵
品
を
鑑
賞
す
る
機
会

を
持
ち
、
そ
の
交
流
の
機
会
を
記
念
す
る
た
め
に
作
成
し
た
り
す
る
。
政
文
は

モ
ノ
に
付
加
さ
れ
て
通
行
し
、
そ
れ
を
求
め
て
き
た
り
機
会
を
作
っ
た
り
し
た

相
手
が
見
る
の
み
な
ら
ず
、
も
と
の
書
物
、
作
品
等
と
と
も
に
不
特
定
多
数
の

人
の
目
に
ふ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
書
き
手
は
表
現
に
工
夫
を
こ
ら
す
。

そ
し
て
、
交
流
の
記
念
と
い
っ
た
場
合
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
の
政
文
が
作
成

さ
れ
る
過
程
や
機
縁
の
情
報
が
、
多
く
の
場
合
、
政
文
の
中
に
記
録
と
し
て
書

き
込
ま
れ
る
。

こ
う
し
て
作
成
さ
れ
流
通
す
る
政
文
を
読
解
す
る
場
合
、
政
文
著
者
の
感
想
、

評
価
、
意
見
等
を
著
者
の
主
観
に
即
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
も
と
よ
り
基
本
目

標
と
な
る
が
、
著
者
の
そ
の
主
観
内
容
を
検
討
す
る
以
前
に
、
以
上
の
作
成
と

流
通
の
あ
り
方
を
踏
ま
え
、
政
文
中
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
そ
の
政
文
作
成
の

過
程
や
機
縁
、
す
な
わ
ち
鑑
賞
作
品
の
作
者
も
し
く
は
所
蔵
者
と
政
文
著
者
と

の
関
係
、
そ
の
関
係
が
生
じ
る
経
緯
や
、
政
文
著
者
が
現
に
目
の
前
で
み
て
い

る
作
品
の
モ
ノ
と
し
て
の
姿
な
ど
を
推
測
、
把
握
し
、
著
者
が
按
文
を
書
こ
う

と
す
る
　
「
場
」
　
を
想
定
す
る
こ
と
が
、
よ
り
よ
き
理
解
に
つ
な
が
る
。
著
者
の
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感
想
、
意
見
は
一
般
論
で
は
な
く
、
政
文
と
い
う
も
の
の
あ
り
方
か
ら
し
て
、

著
者
に
お
け
る
モ
ノ
と
機
縁
と
の
交
錯
と
い
う
そ
の
時
々
の
現
場
か
ら
出
て
く

る
も
の
で
あ
り
、
現
場
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ぬ
き
に
十
全
な
理
解
は
な
い
。
分
解
し

て
い
え
ば
、

i
、
政
文
の
す
そ
野
に
あ
る
政
文
作
成
過
程
に
関
わ
る
事
実
関
係
の
把
握
、

‥
Ⅲ
、
政
文
著
者
に
と
つ
て
の
鑑
賞
の
　
「
場
」
　
に
仮
に
身
を
お
き
つ
つ
、
蚊
文

著
者
が
そ
の
所
与
の
場
の
中
で
自
身
を
ど
う
表
現
し
て
い
く
か
の
理
解
、

と
い
う
二
段
階
に
仮
に
分
離
し
、
結
果
と
し
て
の
後
者
の
立
場
と
時
点
に
定
位

し
っ
つ
、
両
者
を
架
橋
し
て
い
く
作
業
が
必
要
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
政
文
が
異
な
る
両
面
の
資
料
的
特
質
を
も
つ
こ
と
を
物
語
る
。

1
の
事
実
関
係
面
に
即
し
て
言
え
ば
、
政
文
は
、
著
者
が
も
つ
人
脈
、
人
間
関

係
、
著
者
の
人
生
史
の
事
実
関
係
を
示
す
資
料
、
ま
た
‥
Ⅲ
の
著
者
の
表
象
面
に

即
し
て
言
え
ば
、
著
者
の
思
想
、
思
考
法
、
美
意
識
の
解
析
の
資
料
と
な
る
。

た
だ
し
、
こ
の
両
面
は
別
々
の
も
の
で
は
な
く
、
も
と
政
文
作
成
の
　
「
場
」
　
か

ら
両
者
一
体
の
も
の
と
し
て
出
て
き
て
い
る
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

さ
て
朱
薫
の
政
文
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
数
え
方
に
も
よ

る
が
、
巻
八
一
は
六
十
一
条
(
以
下
、
一
編
の
蚊
文
を
「
条
」
と
名
づ
け
て
順
序
づ

け
す
る
。
隆
興
元
年
-
一
二
ハ
三
-
正
月
～
)
、
巻
八
二
は
七
十
七
条
(
淳
無
八
年
-

二
八
一
-
十
一
月
～
)
、
巻
八
三
は
六
′
十
七
粂
(
紹
照
二
年
-
一
一
九
一
-
十
月
～
)
、

巻
八
四
は
七
十
五
条
(
慶
元
二
年
-
一
一
九
六
-
七
月
～
)
、
と
い
う
よ
う
に
、
量

的
に
は
相
当
の
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
幸
い
に
、
各
政
文
の
末
尾
に
は
お
お
む

ね
日
付
が
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
『
文
集
』
内
で
は
そ
の
日
付
の
順
序
に
よ
っ

て
お
よ
そ
は
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
朱
薫
政
文
は
、
い
わ
ゆ
る
　
「
朱
子
学
」
　
研
究
の
視
点
か
ら
、
彼
の
思
想

内
容
を
語
る
も
の
が
抽
出
さ
れ
て
、
理
気
心
性
論
と
い
っ
た
哲
学
、
思
想
的
側

面
を
解
析
す
る
中
で
、
補
助
的
資
料
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
。
あ
る
い
は
逆
に

右
の
1
に
注
目
し
て
、
あ
る
時
点
で
誰
と
交
渉
を
持
っ
た
か
と
い
っ
た
、
朱
薫

の
思
想
形
成
史
、
人
生
史
の
事
実
関
係
を
確
定
す
る
資
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て

き
た
。
た
だ
し
自
戒
も
込
め
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、
1
、
‥
Ⅱ
が
セ
ッ
ト
で
形
成

さ
れ
る
と
い
う
政
文
の
あ
り
方
に
沿
っ
て
い
う
な
ら
ば
、
そ
の
時
々
の
研
究
上

の
課
題
か
ら
必
要
な
情
報
を
適
宜
選
択
す
る
と
い
う
利
用
法
は
、
成
文
形
成
の

現
場
に
即
し
た
本
文
そ
れ
自
体
の
十
全
な
理
解
に
は
至
ら
な
い
可
能
性
も
あ

る
。
個
々
の
成
文
ご
と
に
、
1
に
よ
っ
て
‥
Ⅲ
が
表
象
さ
れ
、
ま
た
‥
Ⅲ
の
基
礎
に

1
が
あ
る
と
い
う
両
面
の
関
係
の
中
で
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
よ
う
。
こ
う
し
た
読
解
に
よ
り
、
‥
Ⅲ
に
沿
っ
て
は
、
い
わ
ゆ
る
　
「
朱
子
学
」
　
理
気
心

性
論
に
限
ら
れ
な
い
、
南
宋
士
大
夫
と
し
て
の
来
貢
の
日
常
生
活
に
お
け
る
文

化
意
識
、
美
意
識
等
と
い
っ
た
、
士
大
夫
間
で
共
有
さ
れ
る
精
神
生
活
の
水
準
、

質
の
検
討
が
前
面
に
浮
か
び
あ
が
り
、
理
気
心
性
論
の
哲
学
等
に
関
わ
る
こ
と

も
、
そ
の
一
部
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
1
に
沿
っ
て
は
、

「
朱
薫
の
思
想
」
研
究
に
限
定
さ
れ
た
士
大
夫
間
交
流
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

南
宋
代
の
士
大
夫
交
流
の
暗
黙
の
規
範
と
い
う
文
化
意
識
が
前
面
に
浮
か
び
あ

が
り
、
来
貢
の
　
「
思
想
」
　
表
現
も
そ
の
一
角
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
ろ
う
。
政
文
資
料
が
持
つ
特
質
に
沿
う
こ
と
に
よ
り
、
「
朱
某
思
想
」
　
の
研

究
を
南
宋
士
大
夫
文
化
世
界
の
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
さ
ら
に
可
能
と
な
っ
て

い
く
。
そ
こ
か
ら
は
、
逆
説
的
な
こ
と
尤
な
る
が
、
後
に
朱
某
の
学
説
、
言
説

が
士
大
夫
思
想
文
化
世
界
の
、
功
罪
を
含
ん
で
主
流
と
な
っ
て
い
く
理
由
の
、

よ
り
す
そ
野
か
ら
の
解
明
と
い
う
こ
と
も
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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以
下
、
訳
注
の
構
成
に
つ
い
て
述
べ
る
。

訳
注
は
、
現
代
日
本
語
翻
訳
文
、
原
文
、
漢
文
訓
読
書
き
下
し
文
、
語
注
、

補
説
か
ら
成
る
。
な
お
、
漢
字
体
は
、
日
本
常
用
漢
字
体
が
存
す
る
も
の
は
原

則
と
し
て
ど
の
部
分
も
す
べ
て
常
用
漢
字
体
を
用
い
る
。
た
だ
し
「
桝
」
「
群
」

字
の
区
別
等
、
必
要
に
応
じ
て
正
字
体
を
入
れ
る
　
(
細
か
く
は
、
い
ず
れ
も
現
ワ

ー
プ
ロ
字
体
に
と
ど
ま
る
が
)
。

・
　
現
代
日
本
語
翻
訳
文
は
、
中
国
語
原
文
の
　
(
日
本
語
語
順
に
転
換
し
た
形
で

の
)
字
並
び
と
個
々
の
単
語
(
漢
字
)
　
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
で
き
る
だ
け
拾
っ

て
保
存
す
る
方
針
を
採
る
。
後
述
、
漢
文
書
き
下
し
と
い
う
翻
訳
補
助
技
法

が
提
起
す
る
問
題
を
吸
収
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
例
え
ば
原
文
の
接

続
の
言
葉
な
ど
、
文
脈
に
よ
っ
て
は
日
本
語
の
文
気
で
は
単
語
と
し
て
書
き

込
む
ほ
ど
で
な
い
も
の
も
あ
え
て
訳
語
と
し
て
表
に
出
す
な
ど
、
な
め
ら
か

さ
を
欠
い
た
生
硬
な
文
章
に
な
る
場
合
も
予
想
さ
れ
る
。
ご
寛
恕
い
た
だ
き

た
い
。
訳
文
中
の
　
〔
　
}
を
付
し
た
部
分
は
、
文
脈
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る

た
め
等
の
訳
文
と
し
て
の
補
い
、
(
　
)
　
を
付
し
た
部
分
は
、
引
用
出
典
や

西
暦
年
な
ど
の
訳
注
者
か
ら
の
補
助
説
明
で
あ
る
。

・
　
原
文
は
、
底
本
に
四
部
叢
刊
所
収
の
明
・
嘉
靖
刊
本
影
印
版
を
用
い
る
。

李
朝
朝
鮮
刊
本
、
日
本
江
戸
期
和
刻
本
、
現
代
中
国
標
点
本
を
適
宜
参
照
す

る
。
参
照
主
要
資
料
と
そ
の
略
称
は
後
述
。
句
読
点
を
打
ち
、
段
落
を
付
け
、

語
注
番
号
を
付
す
。

・
　
漢
文
訓
読
書
き
下
し
文
を
翻
訳
参
考
と
し
て
添
え
る
。

漢
文
書
き
下
し
文
は
、
書
か
れ
た
中
国
語
文
言
文
　
(
す
な
わ
ち
漢
文
)
　
の

構
文
を
日
本
語
側
か
ら
解
析
し
、
原
文
の
単
語
(
漢
字
)
せ
字
並
び
を
、
中

国
語
と
は
異
な
る
語
順
の
日
本
語
の
文
語
文
の
中
に
、
(
語
順
は
日
本
語
構
文

に
変
換
し
て
)
あ
え
て
保
存
す
る
。
文
語
文
か
ら
中
国
語
原
文
を
逆
変
換
さ

せ
て
推
測
復
原
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
意
義
を
い
さ
さ
か
述
べ
た
い
。

こ
の
技
法
に
は
、
日
本
語
文
語
文
世
界
に
関
す
る
一
定
の
理
解
技
術
と
教

養
を
共
有
し
な
い
読
者
に
は
伝
わ
ら
な
い
と
い
う
、
今
日
で
は
深
刻
と
言
っ

て
い
い
難
点
が
あ
る
。
ま
た
、
日
本
語
文
語
文
世
界
の
教
養
の
共
有
が
は
か

ら
れ
た
と
し
て
も
、
保
存
し
た
漢
語
(
中
層
語
)
を
(
現
代
)
日
本
語
翻
訳
に

向
け
て
語
彙
レ
ベ
ル
で
検
討
し
な
い
ま
ま
に
そ
の
定
型
書
き
下
し
文
の
み
か

け
か
安
定
性
に
安
住
す
る
と
、
き
ち
ん
と
し
た
内
容
理
解
の
妨
げ
に
も
な
る

と
い
う
難
点
も
あ
る
。

し
か
し
、
原
文
単
語
　
(
漢
字
)
　
の
保
存
と
い
う
処
理
に
よ
り
、
翻
訳
の
力

点
が
、
語
彙
レ
ベ
ル
の
訳
語
の
移
行
的
置
き
換
え
に
で
は
な
く
、
中
国
語
と

日
本
語
の
構
文
構
造
、
語
順
の
相
違
の
解
析
に
向
か
う
。
つ
ま
り
こ
の
技
法

を
用
い
る
と
な
る
と
、
単
語
(
漢
字
)
　
の
保
存
と
い
う
こ
と
と
表
裏
一
体
の

こ
と
と
し
て
、
中
国
語
の
字
並
び
に
対
す
る
日
本
語
と
し
て
の
語
順
を
、
原

文
の
す
べ
て
の
語
(
漢
字
)
に
つ
い
て
、
か
な
か
サ
考
え
る
こ
と
と
な
る
。

一
字
一
字
に
つ
い
て
、
(
中
国
語
構
文
の
文
章
と
し
て
)
そ
の
字
が
そ
の
語
順
で

そ
こ
に
入
る
こ
と
の
機
能
、
(
語
法
的
、
字
義
内
容
的
)
意
味
を
強
制
的
に
考

え
さ
せ
ら
れ
る
、
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
。
す
べ
て
の
字
に
つ
い
て
と
い
う

こ
と
は
、
ま
た
、
文
章
表
記
者
の
措
辞
に
う
か
が
え
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
、
感
情

を
原
文
の
字
並
び
に
即
し
て
考
え
る
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
の
技
法
が
も
つ
こ

う
し
た
働
き
、
強
制
=
要
請
に
よ
り
、
両
言
語
の
言
語
的
特
質
を
身
体
発
話

レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
膠
着
語
と
孤
立
語
と
い
う
程
度
に
知
識
的
に
理
解
し
て

い
る
ぐ
ら
い
で
あ
っ
て
も
、
日
本
語
側
の
立
場
か
ら
中
国
語
原
文
の
構
文
解

析
を
緻
密
に
手
早
く
進
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
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こ
の
技
術
は
、
六
～
八
世
紀
頃
の
東
ア
ジ
ア
の
陸
域
、
海
域
交
流
の
文
脈

の
中
か
ら
、
(
や
は
り
膠
着
語
で
あ
る
韓
半
島
言
語
圏
と
も
あ
る
い
は
連
動
し
っ
つ
)

日
本
語
を
母
語
と
す
る
者
に
と
っ
て
の
技
法
と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
右
に
述
べ
た
難
点
を
自
覚
し
、
ま
た
原
文
は
あ
く
ま
で
中
国
語
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
な
い
こ
と
と
、
、
日
本
語
母
語
者
、
習
熟
者
に
と
っ
て
の
限
定
的

な
技
法
と
い
う
留
保
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
、
中
国
語
文
言
文
の
日
本

語
翻
訳
(
書
き
下
し
文
の
中
に
潜
在
的
に
あ
る
原
文
復
原
機
能
を
含
め
れ
ば
、
相
互

翻
訳
に
も
広
が
る
と
も
い
え
る
)
　
の
媒
介
的
技
術
と
し
て
の
訓
読
技
法
の
、
今

に
な
お
続
く
有
効
性
が
存
す
る
と
訳
注
者
は
考
え
る
。

こ
の
訓
読
技
法
は
、
原
文
文
言
文
(
白
文
、
句
読
点
文
)
を
翻
訳
し
っ
つ
あ

る
行
為
の
中
で
そ
の
働
き
が
発
揮
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
が
、
本
訳
注
で

は
参
考
ま
で
に
、
結
果
と
し
て
の
書
き
下
し
文
と
し
て
示
す
。
現
代
日
本
語

翻
訳
文
の
項
で
、
個
々
の
単
語
(
漢
字
)
　
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
で
き
る
だ
け
組

み
込
む
と
述
べ
た
の
は
、
こ
の
訓
読
の
考
え
方
と
対
応
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

語
注
は
、
語
彙
の
一
般
的
な
解
釈
は
原
則
と
し
て
翻
訳
文
の
訳
語
で
示
す

こ
と
と
し
、
前
提
と
な
る
諸
事
実
関
係
の
理
解
に
資
す
る
事
柄
や
、
文
脈
中

の
朱
薫
そ
の
他
の
人
の
意
識
、
主
観
を
す
く
い
と
る
と
い
う
視
点
で
項
目
を

立
て
る
。
た
だ
し
朱
薫
の
直
前
の
時
代
や
同
時
代
の
細
か
な
諸
事
実
に
関
す

る
調
査
に
つ
い
て
は
、
資
料
的
に
詰
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
多
い
こ
と
を
あ
ら

か
じ
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
人
物
の
紹
介
は
、
墓
誌
銘
等
の
一

次
資
料
か
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
が
あ
る
と
き
に
は
そ
れ
を
紹
介
す
る
が
、
多

く
は
『
宋
史
』
と
、
『
賽
元
学
案
』
及
び
『
宋
元
学
案
補
遺
』
を
便
宜
的
に

用
い
る
。
詩
詞
が
と
き
に
出
て
く
る
が
、
詩
詞
学
の
尊
家
で
は
な
い
訳
注
者

に
は
、
詩
語
の
す
そ
野
の
徹
底
的
な
調
査
検
討
と
い
っ
た
こ
と
ま
で
は
及
ば

ず
、
試
み
と
し
て
一
通
り
の
訳
語
を
つ
け
る
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
ご
海
容
を
お
願
い
し
た
い
。

・
補
説
は
、
そ
の
時
々
の
朱
薫
の
思
想
問
題
や
生
活
状
況
と
か
、
政
文
の
し

く
み
の
中
に
あ
る
機
縁
等
と
政
文
著
者
の
主
観
表
象
と
の
関
係
と
か
と
い
っ

た
、
語
注
で
は
説
明
し
き
れ
な
い
事
柄
、
ま
た
語
注
で
資
料
的
に
確
定
で
き

な
い
諸
問
題
の
所
在
等
に
つ
い
て
、
補
足
的
に
解
説
す
る
。
語
注
と
補
説
の

密
度
は
、
数
回
の
掲
載
を
待
っ
て
安
定
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

【
資
料
と
略
称
】

※
基
本
資
料

・
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
集
』
(
寡
婦
二
年
重
刊
影
印
。
四
部
叢
刊
集
部
所
収
)
…
『
朱
集
』

・
『
朱
子
大
全
』
二
七
七
〇
年
刊
影
印
。
保
景
文
化
杜
、
一
九
八
四
年
)…
『
李
朝
本
』

・
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
(
江
戸
・
正
徳
二
年
刊
本
影
印
。

中
文
出
版
社
和
刻
影
印
近
世
漢
籍
叢
刊
思
想
編
)
…
『
和
刻
本
』

・
『
朱
某
集
』
(
校
点
本
。
四
川
教
育
出
版
杜
、
一
九
九
四
年
)
　
　
　
…
『
来
貢
集
』

・
『
晦
庵
先
生
文
集
』
(
四
部
叢
刊
三
編
)

・
朱
薫
生
前
に
刊
さ
れ
た
と
さ
れ
る
文
集
。
巻
九
に
題
政
十
五
点
を
含
む
。

168

・
『
朱
子
語
類
』
(
校
点
本
。
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
)

・
『
宋
史
』
(
校
点
本
。
中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
)

・
『
采
元
学
案
』
(
校
点
本
。
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
)

・
『
宋
元
学
案
補
遺
』
(
世
界
書
局
、
一
九
六
六
年
)

…
『
語
類
』

…
『
宋
史
』

…
『
学
案
』

…
『
(
学
案
)
補
遺
』



先買『朱文公文集』按文訳注稿(一)(市来)

・
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
(
世
界
書
局
、
一
九
六
一
年
)

・
『
建
炎
以
来
繋
年
要
録
』
(
校
点
本
。
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
)

…
『
長
編
』

…
『
繋
年
要
録
』

※
文
集
の
注
釈
参
考
書

・
『
朱
子
大
全
節
疑
輯
補
』二
六
一
〇
年
季
竣
序
影
印
。
韓
国
学
資
料
院
、
一
九
八
五
年
)

*
　
李
朝
朝
鮮
時
代
の
『
朱
集
』
に
対
す
る
注
釈
『
朱
子
大
全
節
疑
』
以
下
の

一
連
の
注
釈
を
集
め
た
も
の
。
一
七
世
紀
以
降
の
も
の
な
の
で
、
資
料
の
検

討
範
囲
は
現
代
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
が
、
些
細
な
箇
所
で
未
詳
の
事
に
ヒ

ン
ト
が
得
ら
れ
て
た
い
へ
ん
有
用
。
そ
の
価
値
と
意
義
に
つ
い
て
は
、
三
浦

國
雄
「
朱
子
大
全
箭
疑
を
め
ぐ
っ
て
-
朝
鮮
朱
子
学
の
l
側
面
」
　
(
『
森
三
樹

三
郎
博
士
頒
寿
記
念
東
洋
学
論
集
』
朋
友
書
店
、
一
九
七
九
年
)
、
参
照
。
以

下
の
も
の
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

・
『
朱
子
書
節
要
記
疑
』
李
湿

・
『
朱
子
大
全
節
疑
』
宋
時
烈

・
『
朱
子
大
全
節
疑
問
目
』
金
昌
協

・
『
朱
子
大
全
節
疑
問
目
標
補
』
金
邁
淳

・
『
朱
子
大
全
節
疑
問
日
管
補
』
金
邁
淳
従
兄

・
『
朱
子
大
全
節
疑
節
補
』
任
鹿
門

…
『
朱
子
記
疑
』

…
『
朱
子
節
疑
』

…
『
朱
子
問
目
』

…
『
朱
子
標
補
』

…
『
朱
子
管
補
』

…
『
朱
子
節
補
』

※
近
年
刊
行
の
参
考
書

・
高
令
印
『
朱
薫
事
迩
考
』
(
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
)…
高
氏
『
事
迩
考
』

・
陳
来
『
朱
子
書
信
隔
年
考
証
』
(
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
九
年
)

…
陳
氏
『
書
信
考
証
』

・
束
景
南
『
来
貢
年
譜
長
編
』
　
(
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
)

…
束
氏
『
年
譜
長
編
』

・
束
景
南
『
朱
薫
侠
文
輯
考
』
(
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年
)

…
束
氏
『
侠
文
輯
考
』

・
束
景
南
『
朱
子
大
伝
』
(
福
建
教
育
出
版
社
、
一
九
九
二
年
)
　
…
束
氏
『
大
伝
』

*
　
束
氏
『
大
伝
』
の
基
礎
に
は
、
刊
行
が
前
後
す
る
が
、
同
氏
の
『
侠

文
輯
考
』
、
『
年
譜
長
編
』
の
作
業
が
あ
る
。
資
料
を
博
捜
し
て
諸
事

の
時
期
的
先
後
を
考
証
し
、
三
書
と
も
諸
事
実
の
時
系
列
の
理
解
に

き
わ
め
て
有
用
で
あ
る
。

・
陳
栄
捷
『
朱
子
門
人
』
(
台
湾
学
生
書
局
、
l
九
八
二
年
)

・
=
陳
氏
『
門
人
』

・
陳
栄
捷
『
朱
子
新
探
索
』
(
台
湾
学
生
書
局
、
一
九
八
八
年
)
…
陳
氏
『
新
探
索
』

・
郭
斉
『
朱
薫
詩
詞
隔
年
箋
注
』
(
巴
萄
書
社
、
二
〇
〇
〇
年
)…
郭
氏
『
詩
詞
箋
注
』

・
宋
元
文
学
研
究
会
編
『
朱
子
絶
句
全
訳
注
』
(
汲
古
書
院
、
一
九
九
一
年
～
)

…
『
絶
句
訳
注
』

*
　
両
書
は
、
朱
薫
の
詩
詞
に
関
す
る
非
常
に
詳
し
い
注
で
あ
る
。
木
岐
文
に

も
重
な
る
詩
詞
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
詩
語
の
深
い
語
注

に
つ
い
て
は
、
両
書
の
当
該
箇
所
を
指
示
す
る
と
い
う
こ
と
に
し
て
、
本
訳

注
で
は
、
両
書
を
参
照
で
き
な
い
読
者
も
お
よ
そ
の
こ
と
が
理
解
で
き
る
と

い
う
範
囲
内
で
解
説
を
つ
け
る
に
と
ど
め
る
。
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『
朱
文
公
文
集
』
巻
八
十
一
「
抜
」

1
　
　
朱
(
光
庭
)
給
事
中
が
上
奏
さ
れ
た
節
子
に
験
す
る

給
事
中
朱
(
光
庭
)
公
が
上
奏
さ
れ
た
節
子
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
つ
つ

し
ん
で
思
う
に
、
〔
北
宋
の
〕
先
人
方
の
学
び
は
純
正
明
確
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

そ
の
君
主
(
哲
宗
)
に
申
し
上
げ
る
事
柄
は
、
も
の
ご
と
の
順
序
が
わ
か
っ
て

い
る
こ
と
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
ご
こ
ろ
が
ね
ん
ご
ろ
で
あ
る
こ
と
が

措
辞
や
文
字
筆
跡
に
溢
れ
て
い
る
そ
こ
に
は
、
彼
が
心
を
充
実
さ
せ
養
う
こ
と

手
厚
い
こ
と
が
加
え
て
見
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

隆
興
元
年
(
一
一
六
三
)
正
月
既
望
(
新
暦
二
月
二
〇
日
)
、
新
安
〔
出
身
〕
　
の

わ
た
く
し
朱
薫
が
謹
ん
で
書
き
つ
け
る
。

二
十
八
年
の
後
、
ふ
た
た
び
手
に
し
て
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ

で
以
前
の
評
語
を
観
る
こ
と
と
な
り
、
前
代
の
賢
人
が
ま
す
ま
す
遠
ざ
か
る

こ
と
を
慨
嘆
し
、
わ
た
し
の
年
ゆ
き
が
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
を
い
た
み
悲
し

ん
だ
。
〔
こ
の
こ
と
を
〕
前
の
蚊
の
あ
と
に
重
ね
て
記
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

政
朱
給
事
奏
節

伏
読
給
事
中
朱
公
〔
①
〕
奏
箭
〔
②
〕
、
共
惟
前
輩
〔
③
〕
学
問
〔
⑥
〕
醇
明
、
故

所
以
告
其
君
者
、
知
所
先
後
如
此
。
而
忠
誠
懇
至
溢
於
文
辞
筆
札
之
間
者
、
又

可
以
見
其
充
養
之
厚
〔
⑤
二
万
。
隆
興
元
年
正
月
既
望
、
新
安
〔
⑥
〕
朱
薫
謹
書
。

後
二
十
八
年
、
再
得
披
玩
、
因
観
旧
題
、
歎
前
修
之
益
遠
、
悼
吾
年
之
不

留
、
復
記
其
後
云
。

朱
給
事
の
奏
窮
に
放
す

う

や

う

ヤ

　

　

お

も

み

伏
し
て
給
事
中
朱
公
の
奏
節
を
読
み
、
共
　
し
く
惟
み
る
に
前
輩
の
学
問
醇

・
か
く

明
な
り
。
故
に
其
の
君
に
告
ぐ
る
所
以
の
者
は
、
先
後
す
る
所
を
知
る
こ
と
此
の

如
し
。
而
し
て
忠
誠
懇
至
の
文
辞
筆
札
の
間
に
溢
る
る
者
、
又
た
以
て
其
の
充
蓑

の
厚
き
を
見
る
可
L
と
云
ふ
。
隆
興
元
年
正
月
既
望
、
新
安
の
朱
某
謹
ん
で
書
す
。

後
ち
二
十
八
年
、
再
び
披
玩
す
る
を
得
。
因
り
て
旧
題
を
観
て
、
前
修
の
益

ま
す
遠
き
を
欺
き
、
吾
が
年
の
留
ま
ら
ざ
る
を
悼
み
、
復
た
其
の
後
に
記
す
と

云
ふ
。

こ
う
え
ん

①
給
事
中
朱
公
　
「
朱
公
」
　
は
、
朱
光
庭
(
一
〇
三
七
-
九
四
)
、
字
は
公
技
、

え

ん

し

河
南
府
催
師
(
河
南
省
)
の
人
の
こ
と
。
箔
祖
謁
『
氾
太
史
集
』
巻
四
三

「
集
賢
院
学
士
知
瀞
州
朱
公
墓
誌
銘
」
、
『
宋
史
』
巻
三
三
三
、
『
学
案
』

・
同
『
補
遺
』
巻
三
〇
「
劉
李
諸
儒
学
案
」
等
。
欧
陽
修
が
知
貢
挙
と
な

り
、
蘇
拭
兄
弟
や
程
瀬
、
張
載
ら
が
合
格
し
た
、
か
の
嘉
祐
二
年
(
一
〇

え
ん

五
七
)
　
の
科
挙
に
お
い
て
進
士
登
第
。
は
じ
め
胡
暖
、
孫
復
に
学
び
、
登

第
後
、
二
程
に
学
ぶ
。
二
程
の
語
録
の
記
録
者
の
l
人
。
『
河
南
程
氏
外

書
』
巻
一
、
二
が
そ
の
記
録
の
現
存
す
る
も
の
で
あ
る
(
『
朱
集
』
『
語
類
』

と
い
っ
た
朱
某
資
料
内
で
は
、
朱
光
庭
は
二
程
の
こ
の
記
録
者
と
し
て
言
及
さ
れ

る
場
合
が
多
い
)
。
朱
光
庭
は
、
哲
宗
即
位
と
と
も
に
推
挙
さ
れ
て
、
旧
法

と
ん

党
系
諌
官
と
し
て
新
法
政
策
や
祭
確
、
章
惇
ら
を
批
判
し
た
。
と
同
時
に
、

程
学
を
顕
彰
し
て
蘇
拭
ら
を
も
批
判
し
、
い
わ
ゆ
る
洛
萄
党
議
の
火
付
け

役
と
な
り
、
程
蹄
の
　
「
羽
翼
」
　
(
郡
伯
温
『
郡
氏
閲
見
録
』
巻
三
一
)
と
言
わ

れ
た
　
(
朱
薫
編
『
三
朝
名
臣
言
行
録
』
で
は
こ
の
記
事
を
採
る
。
『
名
臣
言
行
録
』

だ
け
を
み
る
と
、
「
党
議
を
起
こ
し
た
や
か
ら
」
と
い
う
印
象
に
も
な
り
か
ね
な
い
)
。
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末
代
の
書
目
に
別
集
の
記
録
は
な
い
。
「
給
事
中
」
　
は
、
殿
中
の
奏
事
を

掌
る
実
職
官
。
元
豊
寄
禄
階
で
は
次
官
一
歩
手
前
の
通
議
大
夫
正
四
品
官
。

朱
光
庭
は
、
元
祐
五
年
〇
　
五
月
(
『
長
編
』
巻
四
m
讐
一
)
と
、
一
度
外
に

出
て
翌
年
の
正
月
　
(
『
長
編
』
巻
四
五
四
)
と
の
二
回
に
わ
た
っ
て
こ
の
官

に
就
い
た
。

②
奏
節
　
宮
中
で
上
奏
し
た
節
子
。
節
子
は
上
奏
文
の
一
種
。
「
節
子
」
　
と
い

う
語
に
関
す
る
同
時
代
の
観
念
に
つ
い
て
は
、
欧
陽
修
『
文
忠
集
』
巻
一

二
七
　
「
帰
田
録
」
　
下
に
記
事
が
あ
る
。
朱
薫
が
読
ん
だ
節
子
は
未
詳
。
本

文
で
　
「
給
事
中
」
　
と
言
う
の
は
、
朱
光
庭
が
至
っ
た
位
官
を
代
表
さ
せ
た

も
の
で
あ
り
、
朱
光
庭
が
給
事
中
の
と
き
の
も
の
に
は
限
ら
れ
ま
い
。

③
前
輩
　
先
人
の
意
の
や
や
く
だ
け
た
、
必
ず
し
も
価
値
中
立
的
で
は
な
く
、

少
し
敬
意
を
払
う
言
い
方
。
『
河
南
程
氏
遺
書
』
に
、
「
「
先
進
・
後
進
」
(
『
論

語
』
先
進
篇
)
　
は
、
今
の
人
が
言
う
前
輩
・
後
輩
の
よ
う
な
も
の
だ
。
先

進
後
進
、
如
今
人
説
前
輩
後
輩
」
　
(
巻
一
九
第
四
一
条
)
と
あ
る
。
使
用
者
の
文

脈
に
も
よ
る
が
、
朱
薫
資
料
で
は
、
自
身
の
学
術
・
思
想
・
政
治
的
立
場

に
つ
な
が
る
道
学
系
あ
る
い
は
旧
法
党
系
の
北
宋
人
を
プ
ラ
ス
の
評
価
を

伴
っ
て
言
う
と
き
に
し
ば
し
ば
用
い
る
。

④
学
問
　
こ
こ
で
い
う
　
「
学
」
　
と
は
、
主
体
か
ら
距
離
を
置
い
て
研
究
対
象
を

客
観
的
に
探
究
、
叙
述
す
る
と
い
う
近
代
的
な
意
味
で
の
研
究
と
い
っ
た

こ
と
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
。
後
年
の
朱
薫
の
言

葉
で
い
え
ば
、
「
窮
理
正
心
、
修
己
治
人
之
道
」
　
(
「
大
学
章
句
序
」
)
と
い

っ
た
、
人
格
陶
冶
と
そ
れ
に
邁
進
す
る
人
々
に
よ
る
理
想
社
会
の
形
成
、

と
い
っ
た
方
向
の
内
容
を
も
っ
て
、
道
学
系
人
士
に
は
多
く
言
わ
れ
る
。

⑤
充
養
之
厚
　
心
身
の
修
養
が
よ
く
で
き
て
い
る
こ
と
。
「
充
養
」
は
、
『
孟
子
』

が
顕
彰
さ
れ
道
学
が
勃
興
し
た
宋
以
降
は
、
や
し
な
う
と
い
っ
た
一
般
的

な
意
味
に
加
え
て
、
道
学
系
の
人
士
ま
た
そ
の
文
で
は
、
「
拡
充
」
　
(
『
孟

子
』
公
孫
丑
上
篇
第
六
章
)
と
　
「
養
気
」
　
(
同
、
第
二
章
)
と
を
合
わ
せ
た
ニ

ュ
ア
ン
ス
の
語
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
「
拡
充
」
　
は
、
人
に
み
な
具
わ
る

(
は
ず
の
二
艮
れ
み
痛
む
心
な
ど
の
　
「
四
端
」
　
の
心
を
拡
大
充
実
さ
せ
る

こ
と
。
「
養
気
」
　
は
、
天
地
に
広
が
り
わ
た
る
　
「
浩
然
の
気
」
　
を
養
う
こ

と
。
気
は
か
ら
だ
と
心
を
構
成
し
か
つ
そ
の
い
わ
ば
活
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

な
る
も
の
。
「
義
」
　
の
集
積
に
よ
っ
て
養
わ
れ
る
と
さ
れ
る
。

き

ゆ

う

　

　

ぷ

げ

ん

⑥
新
安
　
微
州
地
域
(
安
徽
省
欽
県
、
要
源
一
帯
)
　
の
普
代
以
来
の
古
名
。
朱

薫
の
本
籍
地
が
徽
州
肇
源
県
(
黄
幹
『
朱
子
行
状
』
)
　
で
あ
る
た
め
、
し
ば

し
ば
　
「
新
安
の
朱
某
」
　
と
自
称
す
る
。
采
代
の
徽
州
は
よ
り
詳
し
く
は
、

東
北
部
の
、
州
治
が
置
か
れ
て
い
る
欽
県
か
ら
東
南
へ
流
れ
る
斬
江
、
別

名
新
安
江
(
下
っ
て
銭
塘
江
に
至
る
)
に
欽
県
で
合
流
す
る
諸
河
川
流
域
と
、

は

よ

う

西
南
部
の
、
要
源
県
を
流
れ
る
姿
水
(
下
っ
て
都
陽
湖
に
至
る
)
流
域
と
に

分
か
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
姿
源
朱
氏
も
、
も
と
は
欽
県
地
域
の
黄
域
か
ら

移
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
(
朱
松
『
葺
斎
集
』
巻
一
〇
「
録
曾
祖
父
作
詩
後
序
」
)
、

朱
薫
の
　
「
新
安
」
　
呼
称
は
、
自
身
と
一
族
が
唐
に
さ
か
の
ぼ
る
由
緒
あ
る

漠
族
の
一
族
と
い
う
意
識
の
主
張
と
み
ら
れ
る
。
唐
末
か
ら
采
へ
の
徽
州

の
名
族
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
山
根
直
生
　
「
唐
宋
間
の
徽
州
に
お
け
る
同

族
結
合
の
諸
形
態
」
　
(
「
歴
史
学
研
究
j
第
八
〇
四
号
、
二
〇
〇
五
年
)
、
参
照
。

な
お
、
高
氏
『
事
跡
考
』
「
一
「
家
事
」
　
(
一
)
　
祖
籍
」
　
は
、
朱
薫
の
自
称

の
一
つ
、
「
空
同
道
士
誹
訴
」
　
(
「
周
易
参
同
契
考
異
」
)
　
の
使
用
に
関
し
て
、

朱
書
佃
以
後
の
朱
氏
族
譜
資
料
に
拠
り
つ
つ
、
来
貢
の
始
祖
意
識
が
唐
ど
こ

ち
ゆ

ろ
で
は
な
く
、
春
秋
時
代
の
魯
の
属
国
　
「
郊
」
　
出
身
と
い
う
と
こ
ろ
に

171



東洋古典學研究　第20集　2005

ま
で
遡
る
と
い
う
説
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。

【
補
説
】
　
一
回
目
に
「
奏
節
」
を
み
た
「
隆
興
元
年
正
月
既
望
」
　
の
時
点
で

は
、
朱
薫
は
福
建
の
建
州
崇
安
県
の
五
夫
里
に
い
る
。
父
朱
松
が
自
身
の

亡
き
あ
と
に
家
族
を
託
し
た
三
先
生
の
う
ち
、
屏
山
先
生
劉
子
翠
が
棲
む

村
で
あ
る
。
二
回
目
に
み
た
と
き
に
ど
こ
に
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

朱
薫
「
政
」
　
文
を
読
む
と
い
う
こ
と
の
基
本
と
な
る
朱
薫
の
意
見
、
感

情
を
理
解
す
る
と
い
う
目
標
か
ら
は
、
末
尾
の
、
「
後
二
十
八
年
」
に
「
披

玩
」
　
で
き
た
と
き
の
　
「
歎
」
き
「
悼
」
ん
だ
感
慨
の
内
実
に
興
味
が
惹
か

れ
る
。
他
人
の
目
に
ふ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
後
世
に
残
す
た
め
に
表

現
す
る
と
い
う
、
政
文
と
い
う
も
の
の
あ
り
方
か
ら
し
て
、
感
慨
は
「
時

が
た
っ
た
な
あ
」
と
い
う
生
ま
の
感
情
の
単
な
る
表
明
で
は
な
く
、
卦
象

い
い
で
抄
「
欺
き
」
「
悼
み
」
と
み
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
し
か
し
本
成
文

に
は
、
朱
薫
の
意
見
の
理
解
以
前
に
確
認
さ
れ
る
べ
き
事
実
関
係
の
情
報

が
あ
ま
り
書
き
込
ま
れ
て
お
ら
ず
、
「
前
修
之
益
遠
」
　
「
吾
年
之
不
留
」
　
と

は
あ
っ
て
も
、
そ
の
内
実
が
何
を
意
味
す
る
も
の
か
は
模
糊
と
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
本
条
は
第
一
条
な
の
で
恐
縮
な
が
ら
い
さ
さ
か
く
ど
く
述

べ
る
が
、
一
、
ま
ず
朱
光
庭
の
節
子
の
内
容
が
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
ば
か

り
で
は
な
く
モ
ノ
と
し
て
の
そ
の
態
様
の
情
報
に
欠
け
る
。
「
披
玩
」
　
と
い

う
の
は
、
多
く
出
回
っ
て
い
る
書
物
耳
の
一
文
を
単
に
読
む
と
い
う
の
で

は
な
く
、
め
っ
た
に
み
ら
れ
な
い
特
別
の
特
殊
な
モ
ノ
に
ふ
れ
て
い
る
こ

と
を
示
唆
す
る
表
現
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
朝
廷
に
出
さ
れ
た
は
ず
の

朱
光
庭
直
筆
の
モ
ノ
な
の
か
　
(
そ
う
い
う
こ
と
は
あ
り
得
る
の
か
。
乞
示
教
)
、

そ
れ
以
前
の
本
人
に
よ
る
写
し
と
か
草
稿
な
の
か
、
不
詳
で
あ
る
。
二
、
「
披

玩
」
　
の
語
の
前
の
　
「
後
二
十
八
年
、
再
得
」
と
い
う
表
現
は
、
朱
薫
が
所

蔵
者
で
は
な
く
、
簡
単
に
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
み
る
機
会
も
可
能

性
の
範
囲
と
し
て
あ
り
得
る
と
い
う
、
物
理
的
に
も
心
理
的
に
も
い
わ
ば

中
間
的
な
距
離
の
と
こ
ろ
に
こ
の
奏
節
が
保
存
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か

が
わ
せ
が
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
三
、
草
稿
で
あ
れ
公
的
に
提
出
さ

れ
た
モ
ノ
で
あ
れ
、
モ
ノ
に
ふ
れ
る
に
は
、
そ
こ
に
仲
介
者
と
そ
の
人
と

の
機
縁
が
多
く
は
存
す
る
。
そ
う
し
た
機
縁
も
書
き
込
ま
れ
て
い
な
い
。

以
下
に
読
む
他
の
政
文
で
は
、
以
上
の
事
柄
は
お
お
む
ね
も
う
少
し
は
書

き
込
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
本
政
文
は
、
感
慨
理
解
の
基
礎
と
な
る
事
実

的
な
て
が
か
り
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
あ
る
。

た
だ
し
み
た
も
の
が
　
「
奏
節
」
　
で
あ
り
作
者
が
朱
光
庭
と
い
う
こ
と
か

ら
し
て
、
感
慨
は
朱
某
の
天
子
へ
の
何
ら
か
の
上
奏
行
為
に
関
す
る
こ
と

か
ら
の
も
の
と
い
う
こ
と
が
推
測
も
さ
れ
る
。
そ
の
視
点
か
ら
　
「
隆
興
元

年
正
月
」
と
い
う
時
点
と
　
「
後
二
十
八
年
」
と
い
う
時
点
と
を
振
り
返
る

と
、
以
下
の
よ
う
な
状
況
が
朱
薫
の
前
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

あ
る
い
は
こ
う
し
た
事
柄
が
感
慨
を
引
き
起
こ
す
背
景
に
あ
っ
た
か
。

す
な
わ
ち
、
「
隆
興
元
年
」
　
と
い
う
の
は
、
第
三
次
宋
金
戦
争
に
お
け
る

宋
金
対
時
の
時
期
で
あ
っ
た
。
前
々
年
の
紹
興
三
一
年
二
一
六
一
)
九
月

に
金
軍
が
南
下
、
こ
れ
に
対
し
一
一
月
に
宋
軍
が
勝
利
し
(
采
石
磯
の
戦
)
、

こ
の
後
、
隆
興
二
年
(
二
六
四
)
一
二
月
の
第
三
次
采
金
和
議
ま
で
、
宋

金
の
軍
事
的
対
峠
の
状
勢
と
な
る
。
こ
れ
に
連
動
し
て
、
右
の
宋
側
の
一

時
的
勝
利
に
よ
り
、
高
宗
の
政
策
で
も
あ
っ
た
、
紹
興
一
二
年
以
来
の
秦

檎
講
和
体
制
が
崩
壊
し
て
旧
主
戦
派
系
譜
の
人
士
が
台
頭
し
た
(
政
治
史
的

な
経
緯
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
寺
地
遵
『
南
宋
初
期
政
治
史
研
究
』
洪
水
杜
、
一
九

八
二
年
、
四
二
六
頁
以
下
「
終
章
」
、
参
照
)
。
来
貢
に
と
っ
て
の
上
奏
と
い
う
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行
為
に
関
わ
っ
て
は
、
翌
紹
興
三
二
年
(
二
六
二
)
六
月
一
一
日
に
高
宗

が
退
位
し
て
孝
宗
が
即
位
、
同
一
九
日
に
朝
政
へ
の
意
見
を
求
め
る
孝
宗

か
ら
の
詔
が
出
さ
れ
(
『
繋
年
要
録
』
巻
二
〇
〇
)
、
こ
れ
に
応
じ
て
朱
薫
は

そ
の
八
月
に
居
地
崇
安
か
ら
封
事
を
奉
っ
た
　
(
『
朱
集
』
巻
一
一
r
壬
午
応
詔

封
事
」
。
ま
た
『
繋
年
要
録
』
巻
二
〇
〇
)
。
「
隆
興
元
年
正
月
」
　
と
い
う
の
は
、

そ
の
す
ぐ
後
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
前
提
に
、
次
に
末
尾
の
　
「
後
二
十
八

年
」
　
と
い
う
時
点
を
み
る
と
、
そ
れ
は
再
び
天
子
が
交
代
し
た
直
後
に
あ

た
る
こ
と
に
思
い
至
る
。
す
な
わ
ち
、
淳
照
一
六
年
(
二
八
九
)
　
二
月
に

右
の
孝
宗
が
退
位
し
て
光
宗
が
即
位
。
前
回
と
同
じ
く
朝
政
へ
の
意
見
を

求
め
る
詔
が
出
さ
れ
た
　
(
『
采
史
』
巻
三
六
　
「
光
宗
本
紀
」
)
。
朱
薫
は
こ
れ
に

応
じ
て
封
事
を
奉
ろ
う
と
し
て
作
成
し
た
が
　
(
『
朱
集
』
巻
」
一
「
己
酉
擬
上

封
事
」
)
、
圧
力
が
あ
り
と
り
や
め
に
し
た
　
(
束
氏
『
年
譜
長
編
』
九
五
四
頁
、

参
照
)
。
「
隆
興
元
年
」
　
を
数
え
で
一
年
目
と
み
る
と
、
二
十
八
年
目
は
こ

の
翌
年
に
あ
た
る
。
な
お
こ
の
前
年
の
淳
照
一
五
年
も
、
五
月
に
宮
中
延

和
殿
で
上
奏
し
　
(
『
朱
集
』
巻
一
四
「
戊
中
延
和
奏
節
」
)
、
一
一
月
に
ふ
た
た

び
臨
安
に
行
き
、
こ
の
と
き
は
面
奏
で
は
な
く
封
事
を
奉
っ
た
(
『
朱
集
』

巻
一
一
「
戊
申
封
事
」
)
。

仮
に
右
の
感
慨
を
、
天
子
の
こ
の
二
回
の
交
代
と
そ
れ
に
応
じ
る
上
奏

行
為
に
対
応
さ
せ
る
と
す
る
と
、
そ
の
内
実
は
、
「
ま
た
封
事
し
よ
う
と
し

て
残
念
に
も
思
い
と
ど
ま
っ
た
翌
年
で
あ
る
今
年
に
朱
光
庭
の
奏
節
を
偶

然
に
も
再
度
見
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
〔
朱
光
庭
の
よ
う
な
)
然
る
べ
き
人
も

出
て
こ
ず
、
わ
た
し
も
朝
廷
に
な
す
す
べ
な
く
年
を
と
る
ば
か
り
で
、
い

っ
た
い
わ
が
朝
は
ど
う
な
る
の
か
」
　
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
た
だ
し
、

以
上
は
、
あ
く
ま
で
可
能
性
の
範
囲
と
い
う
推
測
の
域
に
と
ど
ま
る
。

2

　

　

か

ん

陳
(
埴
)
　
了
翁
が
兄
に
出
し
た
書
簡
に
蚊
す
る

(
書
簡
本
文
)

章
氏
と
の
〔
縁
組
み
の
〕
は
か
り
ご
と
は
、
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

〔
陸
(
佃
)
〕
農
師
様
は
非
常
に
心
を
尽
く
し
て
く
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

し
い
て
ま
と
め
せ
ん
で
し
た
。

〔
越
州
の
〕
官
に
赴
任
し
て
か
ら
は
、
家
事
に
は
然
る
べ
き
婦
人
が
必

要
だ
と
ず
っ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
女
親
が
い
な
い
瑞
奴
た
ち
が
、

い
っ
そ
う
か
わ
い
そ
う
で
し
た
の
で
、
〔
科
挙
合
格
〕
同
年
の
周
戸
菅
の
妹

〔
と
の
婚
姻
〕
　
の
こ
と
を
は
か
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
(
原
注
一
二
周
〕

鍔
の
こ
と
。

周
氏
の
家
は
清
貧
で
あ
り
、
相
手
の
人
は
年
が
い
っ
て
い
ま
す
。
清
貧

で
あ
れ
ば
囁
り
ま
せ
ん
し
、
年
が
い
っ
て
い
れ
ば
物
事
を
よ
く
わ
き
ま
え

て
い
ま
す
。
瑞
奴
た
ち
へ
の
心
配
に
対
処
す
る
に
は
、
こ
の
よ
う
で
あ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
す
。

書
簡
の
終
わ
り
で
ま
た
言
う
。

周
氏
は
貧
し
い
と
は
い
え
、
家
族
み
な
善
事
を
好
ん
で
お
り
ま
す
。
で

す
か
ら
こ
の
婚
姻
を
ま
と
め
れ
ば
、
息
子
む
す
め
も
心
配
は
い
ら
な
く
な

.
る
で
し
ょ
う
。

わ
た
し
は
陳
(
埴
)
忠
粛
公
の
文
章
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
彼
が
自
身
の

志
を
述
べ
、
人
の
善
を
称
美
す
る
の
を
観
察
す
る
と
、
義
を
と
る
か
利
を
と
る

か
と
い
う
と
こ
ろ
に
お
い
て
か
な
ら
ず
判
断
決
定
し
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、

や
ま

〔
陳
〕
公
が
い
つ
も
こ
こ
ろ
広
々
と
し
て
い
て
、
前
二
定
マ
レ
バ
疾
シ
カ
ラ
ザ
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ル
　
(
誠
が
立
ち
一
貫
し
て
い
れ
ば
行
い
に
や
ま
し
い
こ
と
が
な
い
ー
『
中
庸
』
二
十
章
)

わ
け
は
、
そ
の
自
得
し
た
も
の
が
し
っ
か
り
と
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
こ
と
が
わ

か
る
。
孟
子
に
は
、
「
舜
と
盗
拓
と
の
ち
が
い
を
わ
か
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、

ほ
か
で
も
な
い
、
利
を
と
る
か
善
を
な
す
か
の
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
」
　
(
尽
心

上
篇
)
と
い
い
、
ま
た
、
「
生
き
る
こ
と
も
自
分
が
望
む
こ
と
、
義
も
自
分
が

望
む
こ
と
だ
。
二
つ
の
こ
と
が
兼
ね
ら
れ
な
い
場
合
は
、
生
き
る
こ
と
を
捨
て

て
義
を
取
る
の
だ
」
　
(
告
子
上
篇
)
と
い
う
。
陳
公
の
学
問
は
、
お
も
う
に
こ
の

あ
き

言
葉
か
ら
そ
の
姿
勢
を
得
て
い
よ
う
。
察
ら
か
に
し
て
精
細
に
な
る
と
き
わ
め

て
細
や
か
な
と
こ
ろ
に
入
っ
て
い
く
。
そ
こ
で
拡
ゲ
テ
之
ヲ
充
タ
ス
　
(
そ
の
心

を
拡
大
し
て
充
実
さ
せ
る
-
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
篇
)
と
天
地
世
界
に
充
満
す
る
。

こ
の
帖
を
よ
く
な
が
め
観
る
者
は
、
ま
さ
に
充
分
に
そ
の
　
〔
義
利
の
〕
分
岐
を

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

書
簡
帖
は
耶
御
出
身
の
貿
(
逸
祖
)
元
放
氏
の
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
元

放
氏
は
、
文
章
の
学
と
議
論
に
み
る
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
社
会
対
応
の
実
務

し
れ
い

に
通
じ
て
い
て
、
廉
隅
ヲ
砥
礪
シ
テ
　
(
節
操
を
は
げ
み
堅
く
し
て
ー
『
礼
記
』
儒
行

篇
)
、
へ
つ
ら
う
と
い
う
こ
と
を
し
な
い
。
陳
公
か
ら
得
て
い
る
も
の
が
あ
る

い
は
深
く
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

隆
興
甲
申
(
二
年
)
十
月
九
日
(
新
暦
二
六
四
年
一
〇
月
二
六
日
)
、
新
安
〔
出

身
〕
　
の
わ
た
ノ
＼
し
朱
薫
が
謹
ん
で
書
き
つ
け
る
。

政
陳
了
翁
与
兄
書
〔
①
〕

章
氏
議
〔
②
】
却
不
成
。
農
師
〔
③
〕
極
倦
倦
、
亦
不
敢
就
。
自
到
官
〔
◎
〕
、

尤
覚
中
餞
〔
⑤
〕
不
可
無
人
。
而
瑞
奴
等
〔
⑥
〕
零
丁
、
益
可
憐
、
不
免
議
同

年
周
戸
曹
之
妹
。
鍔
〔
⑦
〕
。

其
家
清
貧
、
其
人
年
長
。
貧
則
不
窮
、
長
則
諸
事
。
為
瑞
奴
等
之
慮
、
只

欲
如
此
。

書
尾
又
云
、
周
氏
錐
貧
、
然
挙
家
好
善
、
故
就
之
、
男
女
可
無
慮
。

予
嘗
読
陳
忠
粛
公
之
文
〔
⑧
〕
、
観
其
述
己
之
志
、
称
人
之
善
、
未
嘗
不
推
而

決
諸
義
利
取
舎
之
間
。
於
是
知
公
之
所
以
常
胸
中
浩
然
、
前
定
不
疾
者
、
其
所

自
得
蓋
有
在
也
。
孟
子
日
、
欲
知
舜
与
拓
之
分
、
無
他
、
利
与
善
之
聞
耳
。
又

日
、
生
亦
我
所
欲
、
義
亦
我
所
欲
。
二
者
不
可
得
兼
、
舎
生
而
取
義
耳
。
陳
公

之
学
蓋
得
諸
此
。
惟
其
察
而
精
之
、
入
老
若
、
是
以
拡
而
充
之
也
、
塞
宇
宙
。

善
観
此
帖
者
、
亦
足
以
識
其
幾
臭
。

帖
蔵
耶
郡
貿
元
放
〔
⑨
〕
家
。
元
放
文
学
議
論
有
余
、
又
通
当
世
之
務
、
而

砥
礪
廉
隅
、
不
為
筍
合
、
其
亦
深
有
得
於
斯
歎
。
隆
興
甲
申
十
月
九
日
、
新
安

朱
薫
謹
書
。

陳
了
翁
兄
に
与
ふ
る
の
書
に
按
す

章
氏
の
議
は
却
て
成
ら
ず
。
農
師
極
め
て
椿
憶
と
し
て
、
亦
た
敢
て
就
か
ず
。

ち
ゆ
う
き

官
に
到
る
よ
り
、
尤
も
中
餞
人
無
か
る
可
か
ら
ざ
る
を
覚
ゆ
。
而
し
て
瑞
奴

等
の
零
丁
は
、
益
ま
す
憐
れ
む
可
く
、
同
年
の
周
戸
菅
の
妹
を
議
す
る
を
免
か

が
く

れ
ず
。
鍔
な
り
。

其
の
家
は
清
貧
に
し
て
、
其
の
人
は
年
長
ず
。
貧
な
れ
ば
則
ち
額
ら
ず
、
長

ず
れ
ば
則
ち
事
を
詰
ん
ず
。
瑞
奴
等
の
慮
を
為
す
こ
と
、
只
だ
比
の
如
き
を
欲

す
、
と
。

書
尾
に
又
た
云
ふ
、

周
氏
は
貧
な
り
と
蛙
も
、
然
れ
ど
も
家
を
挙
げ
て
善
を
好
み
、
故
に
之
に
就

か
ば
、
男
女
も
慮
無
か
る
可
し
、
と
。
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予
嘗
て
陳
忠
粛
公
の
文
を
読
め
り
。
其
の
己
の
志
を
述
べ
、
人
の
善
を
称
む
る

こ

を
観
る
に
、
未
だ
嘗
て
推
し
て
諸
れ
を
義
利
取
舎
の
間
に
決
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。

是
に
於
て
公
の
常
に
胸
中
浩
然
と
し
て
、
前
に
定
ま
れ
ば
疾
し
か
ら
ざ
る
所
以
の

者
は
、
其
の
自
得
す
る
所
蓋
し
在
る
有
れ
ば
な
る
を
知
る
な
り
。
孟
子
日
く
、
舜

と
拓
と
の
分
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
他
無
し
、
利
と
善
と
の
間
な
る
の
み
、
と
。

又
た
日
く
、
生
も
亦
た
我
の
欲
す
る
所
、
義
も
亦
た
我
の
欲
す
る
所
な
り
。
二
者

兼
ぬ
る
を
得
可
か
ら
ず
ん
ば
、
生
を
舎
て
て
義
を
取
る
の
み
、
と
。
陳
公
の
学
は

蓋
し
詰
れ
を
比
に
得
し
な
ら
ん
。
惟
だ
其
の
察
し
て
之
を
精
し
く
す
る
や
葛
苦
に

入
る
。
是
を
以
て
拡
げ
て
之
を
充
た
す
や
宇
宙
に
塞
が
る
。
善
く
比
の
帖
を
観
る

者
は
、
亦
た
以
て
其
の
幾
を
識
る
に
足
れ
り
。

帖
は
耶
郡
の
質
元
放
の
家
に
蔵
せ
ら
る
。
元
放
文
学
議
論
に
余
有
り
。
又
た
当

し

れ

い

　

　

　

こ

う

ご

う

世
の
務
め
に
通
じ
、
而
し
て
廉
隅
を
砥
礪
し
て
、
筍
合
を
為
さ
ず
。
其
れ
亦
た
深

く
斯
に
得
る
有
る
か
。
隆
興
甲
申
十
月
九
日
、
新
安
の
朱
薫
謹
ん
で
書
す
。

え
い

①
陳
了
翁
　
陳
埴
二
〇
五
七
-
二
二
二
?
)
、
字
は
豊
中
、
南
剣
州
沙
県
(
福

建
省
)
　
の
人
の
号
。
ま
た
の
号
は
了
斎
。
誼
は
忠
粛
(
紹
興
二
六
年
-
一
一

五
六
に
賜
う
)
。
『
宋
史
』
巻
三
四
五
、
『
学
案
』
・
同
『
補
遺
』
巻
三
五
　
「
隣

邦
諸
儒
学
案
」
等
。
元
豊
二
年
(
一
〇
七
九
)
　
の
進
士
。
は
じ
め
王
安
石

の
新
法
政
策
を
に
な
っ
た
章
惇
に
推
薦
さ
れ
た
が
、
の
ち
新
法
批
判
に
ま

わ
り
、
元
符
三
年
(
二
〇
〇
)
に
左
正
言
に
な
る
の
を
皮
切
り
に
台
諌

と
し
て
新
法
批
判
の
活
動
に
邁
進
し
、
そ
の
結
果
、
崇
寧
元
年
(
二
〇

二
)
　
に
元
祐
党
籍
に
入
れ
ら
れ
、
以
後
、
一
時
ゆ
る
さ
れ
る
と
き
も
あ
る

が
、
基
本
的
に
は
各
地
を
転
々
と
配
流
さ
れ
る
。
そ
の
間
も
気
力
衰
え
ず
、

そ
の
境
遇
下
で
ま
と
め
た
、
王
安
石
『
日
録
』
を
論
駁
し
た
新
法
批
判
の

書
『
四
明
尊
尭
集
』
、
二
程
を
称
え
る
　
「
責
沈
文
」
が
有
名
。
南
采
の
書

目
は
別
集
『
了
斎
集
』
(
『
直
斎
書
録
解
題
』
は
四
十
二
巻
、
『
郡
斎
読
書
志
』
三

十
巻
)
を
著
録
す
る
も
、
現
存
し
な
い
。
子
孫
が
明
代
に
各
所
に
存
し
て

い
た
文
章
、
関
連
資
料
を
集
め
た
『
陳
忠
粛
言
行
録
』
八
巻
が
あ
る
(
日

本
で
は
内
閣
文
庫
蔵
)
。
な
お
、
荒
木
見
悟
「
陳
増
に
つ
い
て
」
　
(
『
中
国
思
想

史
の
諸
相
』
中
国
書
店
、
一
九
八
九
年
、
所
収
。
一
九
七
四
年
初
出
)
　
は
、
陳
噂

の
諌
官
と
し
て
の
活
動
と
仏
学
傾
倒
と
の
内
面
に
お
け
る
関
わ
り
を
解
析

す
る
。
拙
稿
「
陳
淵
の
思
想
」
　
(
『
朱
某
門
人
集
団
形
成
の
肝
究
』
創
文
社
、
二

〇
〇
二
年
、
所
収
。
一
九
九
八
年
初
出
)
　
は
、
族
孫
陳
淵
と
そ
の
叔
祖
陳
堰

と
の
交
渉
を
た
ど
る
。
な
お
、
陳
噂
の
　
「
兄
」
　
に
つ
い
て
は
不
詳
。

②
章
氏
議
　
不
詳
。
章
「
氏
」
と
言
う
こ
と
と
書
簡
後
段
の
文
脈
と
か
ら
類
推

し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
『
朱
子
節
疑
』
は
、
「
議
は
婚
姻
の
議
な
り
。
議
婚

姻
之
議
也
」
と
言
う
。
ひ
と
ま
ず
こ
の
文
脈
解
釈
を
採
る
。
章
氏
は
不
詳
。

③
農
師
　
陸
佃
、
山
陰
(
漸
江
省
)
の
人
の
字
。
『
宋
史
』
巻
三
四
三
、
『
学
案
』

・
同
『
補
遺
』
巻
九
八
　
「
荊
公
新
学
略
」
。
無
寧
三
年
二
〇
七
〇
)
　
の
進

士
。
王
安
石
に
学
ぶ
も
、
政
治
的
に
は
新
法
旧
法
の
中
間
的
立
場
を
と
る
。

『
陶
山
集
』
十
六
巻
、
『
鶴
冠
子
注
』
な
ど
が
存
す
る
。
徽
宗
の
と
き
に

位
階
は
尚
書
右
丞
正
三
晶
官
(
次
官
大
臣
ク
ラ
ス
)
に
至
る
も
、
も
と
新
法

党
系
人
脈
な
が
ら
崇
寧
元
年
(
二
〇
二
)
～
三
年
の
元
祐
党
籍
に
入
れ

ら
れ
、
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
六
十
一
歳
で
亡
く
な
る
。
元
豊
二
刀
祐
頃
と

み
ら
れ
る
本
書
簡
で
の
陳
増
と
の
交
わ
り
の
事
情
は
不
詳
だ
が
、
陳
堰
よ

り
も
十
歳
ほ
ど
年
長
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

④
自
到
官
　
ど
こ
か
は
不
詳
。
登
第
後
の
陳
増
の
最
初
の
任
は
二
十
三
歳
、
湖

州
(
江
蘇
省
)
書
記
、
次
い
で
二
十
八
歳
、
濠
州
定
遠
県
(
安
徽
省
)
知
事
。
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し
か
し
父
の
喪
が
明
け
た
後
の
三
十
三
歳
に
越
州
茶
判
と
な
り
　
(
『
陳
忠
粛

言
行
録
』
巻
こ
、
さ
ら
に
明
州
　
(
漸
江
省
)
　
の
　
「
倖
(
通
判
)
」
　
と
な
っ
た

と
あ
る
(
朱
某
『
三
朝
名
臣
言
行
録
』
巻
三
一
)
。
本
条
前
注
③
陸
佃
、
⑦
周

鍔
の
出
身
地
越
州
、
明
州
と
の
関
係
、
及
び
後
注
⑥
息
子
ら
が
ま
だ
幼
か

る
べ
き
こ
と
な
ど
を
総
合
す
る
と
、
地
域
、
時
期
か
ら
し
て
、
郷
里
か
ら

斬
東
の
こ
の
越
州
、
明
州
へ
の
こ
の
頃
の
赴
任
を
指
す
か
。

⑤
中
鰭
　
婦
人
が
家
庭
で
料
理
、
炊
事
を
す
る
こ
と
。
ま
た
婦
人
、
妻
。
『
易
』

家
人
、
六
二
に
、
「
元
快
速
、
在
中
餞
、
貞
吉
」
　
と
あ
り
、
『
正
義
』
　
の
当

該
箇
所
に
、
「
婦
人
の
道
、
…
其
の
職
す
る
所
は
、
主
に
家
中
の
餞
食
供

祭
に
在
る
の
み
。
婦
人
之
道
、
…
其
所
職
主
在
於
家
中
債
食
供
祭
而
巳
」
　
と
み

え
る
。

⑥
瑞
奴
等
　
瑞
奴
は
陳
堰
の
息
子
ら
の
一
人
の
幼
名
か
。
陳
増
の
息
子
と
し
て

は
、
資
料
上
、
陳
正
彙
、
正
同
、
正
由
の
名
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
宋
史
巽
』
巻
一
〇
。
こ
の
う
ち
正
彙
が
年
長
か
。
大
観
三
年
(
二
〇

九
。
陳
噂
、
五
十
三
歳
)
、
陳
正
彙
は
杭
州
で
皇
太
子
に
対
す
る
葉
京
の
罪

を
訴
え
て
誹
謡
の
と
が
で
捕
ら
え
ら
れ
、
陳
噂
も
連
座
す
る
(
『
陳
忠
粛
言

行
録
』
巻
こ
。
こ
う
し
た
事
件
に
関
わ
る
と
す
る
と
、
陳
正
彙
は
こ
の
と

き
若
く
み
て
も
既
に
二
十
代
に
は
成
っ
て
い
る
は
ず
。
仮
に
三
十
歳
前
後

だ
と
す
る
と
、
l
右
記
前
注
④
の
任
地
の
推
測
と
対
応
し
よ
う
。
な
お
、
子

ら
の
実
母
の
行
方
に
つ
い
て
は
不
詳
。

が
く

⑦
鍔
　
周
鍔
、
字
は
廉
彦
、
鄭
県
(
新
江
省
)
　
の
人
の
こ
と
。
元
豊
二
年
二

〇
七
九
)
　
の
進
士
。
『
学
案
』
・
同
『
補
遺
』
巻
六
　
「
士
劉
諸
儒
学
案
」
。

胡
宗
愈
、
氾
純
仁
ら
旧
法
党
系
高
官
の
娘
と
結
婚
、
再
婚
し
て
お
り
、
ま

た
若
い
頃
、
蒋
純
仁
、
文
彦
博
、
司
馬
光
に
会
っ
て
評
価
さ
れ
た
と
い
わ

れ
、
元
祐
党
籍
に
も
入
る
。

⑧
嘗
読
陳
忠
粛
公
之
文
　
本
政
文
は
朱
薫
の
比
較
的
若
い
と
き
の
も
の
で
あ

る
。
・
後
年
の
朱
斉
の
陳
埴
評
価
を
み
る
と
、
全
体
的
に
は
、
本
政
文
の
よ

う
に
全
面
的
に
肯
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
否
定
肯
定
が
入
り
混
じ
り
、

複
雑
で
あ
る
(
注
①
所
掲
の
荒
木
氏
論
文
、
参
照
)
。
す
な
わ
ち
、
陳
域
の
代

表
的
議
論
で
あ
る
一
『
四
明
尊
尭
集
』
す
ら
不
十
分
だ
と
す
る
も
の
も
あ
る

(
『
朱
文
公
文
集
』
巻
七
〇
「
読
両
陳
諌
議
遺
墨
」
、
『
朱
子
語
類
』
巻
二
二
〇
第
一

二
条
な
ど
)
。
一
方
、
「
責
沈
文
」
　
に
対
し
て
は
、
「
彼
(
陳
埴
)
　
の
言
葉
は

多
く
は
禅
だ
が
、
〔
責
沈
文
の
)
の
こ
の
数
句
は
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
説

き
方
が
よ
い
の
か
。
他
説
多
是
禅
、
不
知
此
数
句
如
何
思
説
得
好
」
　
(
『
語
類
』

巻
四
第
八
五
条
)
と
べ
た
褒
め
を
し
て
お
り
、
ま
た
本
政
文
に
お
け
る
評

価
に
関
わ
る
よ
う
な
言
い
方
と
し
て
は
、
「
了
翁
は
、
つ
ね
日
頃
な
に
か

選
択
す
る
場
合
に
は
、
判
断
が
た
い
へ
ん
は
っ
き
り
し
て
い
た
。
了
翁
平

生
於
取
舎
処
、
看
得
極
分
明
」
(
同
、
巻
一
三
〇
第
一
二
四
条
)
と
言
っ
て
い
る
。

年
齢
が
い
っ
て
か
ら
の
談
話
だ
が
、
『
語
類
』
巻
一
三
〇
「
本
朝
四
　
日

照
率
至
靖
康
用
人
」
　
の
第
一
二
三
～
一
二
八
条
に
は
、
朱
薫
の
こ
う
し
た

正
負
の
陳
埴
論
評
が
集
中
し
て
み
え
、
訳
注
も
あ
る
(
東
北
大
学
朱
子
語
類

研
究
会
「
『
朱
子
語
類
』
本
朝
人
物
篇
訳
注
(
十
四
)
」
、
「
集
刊
東
洋
学
」
第
五
五

号
、
一
九
八
六
年
)
。

け
つ

⑨
質
元
放
　
貿
逸
祖
、
耶
邸
(
河
北
省
)
　
の
人
の
字
。
徐
元
木
…
(
二
九
四
-
一

ば
い
や

二
四
五
。
紹
定
五
年
-
一
三
二
の
進
士
)
、
上
俵
の
人
の
　
『
楳
埜
集
』
巻
一
一

「
汲
古
貢
先
生
賛
」
　
に
、
「
先
生
名
は
逸
祖
、
字
は
元
放
、
耶
郡
の
人
な

り
。
古
を
好
み
博
く
学
び
、
嘗
て
詞
科
に
応
ず
。
県
の
天
王
寺
に
寓
す
。

け
い

室
は
垂
橿
(
ほ
と
ん
ど
空
っ
ぽ
)
　
の
如
く
、
貧
に
安
ん
じ
道
を
守
る
。
半
隠
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斎
有
り
、
笠
沢
陸
公
薛
之
が
記
を
為
る
。
大
意
漢
魂
以
来
の
　
隠
を
以

て
世
を
欺
く
者
を
語
り
て
、
先
生
の
　
富
貴
を
薄
し
と
し
勢
利
を
羞
づ
る

の
風
を
高
L
と
す
。
今
ま
県
の
北
十
里
に
墓
有
り
。
東
里
の
超
公
蕃
之

に
屈
し
て
日
く
、
有
宋
詩
人
貿
元
放
〔
の
墓
〕
、
と
。
先
生
名
逸
祖
、
字
元

放
、
耶
郡
人
。
好
古
博
学
、
嘗
応
詞
科
。
寓
県
之
天
王
寺
。
室
如
垂
駕
、
安
貧
守

道
。
有
半
隠
斎
、
笠
沢
陸
公
薛
為
之
記
。
大
意
抵
漢
貌
以
来
以
隠
欺
世
者
、
而
高

先
生
薄
富
貴
羞
勢
利
之
風
。
今
県
北
十
里
有
墓
。
東
里
超
公
蕃
題
之
日
、
有
宋
詩

人
質
元
放
」
　
と
あ
る
。
清
・
薙
正
『
江
西
通
志
』
巻
九
六
　
「
寓
賢
広
信

府
」
の
項
に
こ
の
文
を
要
約
し
た
と
み
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
鉛

山
天
王
寺
」
　
と
み
え
、
「
県
」
　
は
信
州
鉛
山
県
で
あ
る
。
陸
薛
(
二
二
五

-
一
二
〇
九
)
『
洞
南
文
集
』
に
は
当
該
の
　
「
記
」
　
は
み
え
な
い
。
信
州
鉛

山
(
江
西
省
-
末
代
は
江
東
路
)
　
は
、
朱
薫
、
陸
九
淵
の
第
一
次
会
談
が
開

か
れ
た
拍
湖
寺
が
あ
る
と
こ
ろ
。
こ
の
隆
興
年
間
に
来
貢
が
住
ん
で
い
た

崇
安
県
か
ら
は
、
武
夷
山
脈
を
越
え
て
福
建
北
部
と
江
東
路
信
州
と
を
つ

な
ぐ
街
道
沿
い
あ
た
る
。
朱
喜
一
と
貿
逸
祖
と
の
交
渉
は
朱
薫
資
料
に
は
他

に
う
か
が
え
な
い
が
、
人
柄
に
も
ふ
れ
る
本
成
文
の
表
現
か
ら
す
る
と
、

面
識
が
あ
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
　
(
【
補
説
】
参
照
)
。
な
お
、
時
期
的
に

は
後
年
に
な
る
が
、
南
宋
第
一
の
詩
人
陸
源
は
朱
薫
の
交
遊
者
、
超
蕃
(
一

一
堕
ニ
ー
一
二
二
九
)
は
朱
薫
門
人
に
な
っ
た
人
。
み
な
朱
薫
に
関
わ
る
交

遊
人
脈
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
に
.
い
る
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

【
補
説
】
　
陳
壇
の
書
簡
は
、
前
提
と
な
っ
て
い
る
陳
域
の
家
族
、
親
族
内
の

事
情
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
訳
出
し
た
も
の
よ
り
以
上
に
詰
め
る
の
は
難

し
い
。
し
か
し
本
条
は
、
陳
確
の
書
簡
が
　
「
帖
」
　
と
い
う
お
そ
ら
く
は
表

装
さ
れ
た
態
様
と
な
っ
て
お
り
、
所
蔵
者
も
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
第
一

条
に
比
較
す
る
と
政
文
と
し
て
は
よ
ほ
ど
わ
か
り
や
す
い
。

隆
興
二
年
十
月
に
朱
薫
が
い
た
場
所
は
、
他
資
料
か
ら
の
確
定
は
困
難
。

本
政
文
で
は
、
陳
堰
を
評
価
し
っ
つ
、
そ
の
評
価
が
末
尾
で
所
蔵
者
質

逸
祖
に
転
化
す
る
し
か
け
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
こ
れ
で

は
質
逸
祖
を
褒
め
す
ぎ
の
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
政
文
は
、
鑑
賞
し
た
そ

の
場
限
り
の
感
想
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
鑑
賞
し
た
そ
の
モ
ノ
の
後
に

貼
付
さ
れ
て
所
蔵
者
の
手
元
に
保
存
さ
れ
、
そ
の
感
想
と
見
解
を
後
の
鑑

賞
者
の
鑑
賞
と
競
う
と
い
っ
た
働
き
を
す
る
こ
と
を
思
い
返
す
必
要
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
流
通
条
件
下
で
は
、
士
大
夫
の
交
遊
文
化
と
し
て
、
そ

の
モ
ノ
に
ふ
れ
る
機
縁
を
つ
く
っ
た
人
や
、
わ
ざ
わ
ざ
見
せ
て
く
れ
た
と

も
い
う
べ
き
所
蔵
者
を
悪
く
評
価
す
る
こ
と
は
し
に
く
い
の
で
あ
る
。

仲
介
者
、
所
蔵
者
へ
の
褒
詞
の
あ
り
方
と
い
う
こ
の
こ
と
か
ら
本
成
文

の
末
尾
を
考
え
る
と
、
本
政
文
に
は
書
簡
所
蔵
者
の
名
が
あ
る
ば
か
り
で
、

朱
貫
が
そ
れ
に
ふ
れ
る
ま
で
に
至
る
仲
介
者
や
機
縁
が
書
か
れ
て
い
な
い
。

ま
た
褒
詞
が
、
所
蔵
者
の
人
柄
に
関
わ
っ
て
そ
の
生
活
態
度
に
共
感
す
る

よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
二
人
の
間
に
に
何
ら
か
の
形
で
面
識
が
あ
る
こ
と

を
思
わ
せ
る
。
こ
れ
ら
は
、
朱
某
が
こ
の
帖
を
質
逸
祖
か
ら
あ
る
い
は
直

接
に
み
せ
て
も
ら
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

そ
こ
で
こ
の
隆
興
二
年
十
月
と
い
う
目
付
を
考
え
て
み
る
。
す
な
わ
ち
、

そ
の
九
月
に
、
後
に
親
友
と
な
り
朱
薫
の
思
想
形
成
に
も
大
き
な
意
味
を

し

よ

く

持
つ
こ
と
に
な
る
張
桟
の
父
で
、
隆
興
の
宋
金
戦
争
の
指
導
者
で
あ
っ
た

張
汝
が
旅
先
の
余
千
で
死
去
し
　
(
八
月
二
八
日
-
『
朱
集
』
巻
九
五
、
六
　
「
張

(
汝
)
公
行
状
」
)
、
朱
薫
は
弔
問
の
た
め
に
急
遽
　
「
橡
章
」
　
(
隆
興
府
)
　
に
行

き
、
併
せ
て
や
や
南
の
豊
城
に
移
動
し
っ
つ
数
日
に
わ
た
っ
て
張
桟
と
語
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り
合
っ
た
。
授
章
に
は
九
月
二
十
日
に
着
い
た
と
い
う
(
『
朱
集
』
続
集
巻
五

「
答
羅
参
議
」
　
二
)
。
朱
薫
の
居
地
崇
安
五
夫
里
か
ら
豊
城
ま
で
は
、
地
図

を
一
見
す
る
と
道
の
り
で
三
百
キ
ロ
余
り
は
あ
る
と
思
わ
れ
、
鉛
山
は
そ

の
途
上
に
あ
る
。
張
汝
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
弔
問
ま
で
二
十
日
余
り
か
か

っ
て
い
る
の
で
、
余
千
か
ら
知
ら
せ
を
受
け
た
朱
薫
が
崇
安
か
ら
授
章
ま

で
行
く
の
に
、
急
ぎ
で
道
の
り
一
週
間
く
ら
い
は
か
か
っ
た
と
思
わ
れ
る

(
知
ら
せ
と
弔
問
行
で
計
二
週
間
以
上
)
。
す
な
わ
ち
、
本
条
も
可
能
性
の
範

囲
と
い
う
推
測
の
域
の
話
に
な
り
恐
縮
で
あ
る
が
、
政
文
の
日
付
「
十
月

九
日
」
　
は
、
朱
薫
が
こ
の
弔
問
の
帰
途
に
鉛
山
に
立
ち
寄
る
と
し
た
ら
、

崇
安
と
隆
興
府
の
間
が
片
道
十
日
近
く
か
か
る
の
だ
か
ら
、
充
分
に
そ
の

可
能
性
の
範
囲
に
あ
る
日
な
の
で
あ
る
。
た
だ
し
弔
問
か
ら
急
ぎ
ま
っ
す

ぐ
帰
っ
た
と
す
る
と
、
期
日
が
遅
す
ぎ
て
や
や
つ
じ
っ
ま
が
あ
わ
な
い
。

立
ち
寄
っ
た
と
す
る
場
合
に
は
、
豊
城
に
し
ば
ら
く
滞
在
し
た
と
か
、
橡

章
ま
で
戻
っ
て
ゆ
っ
く
り
し
、
そ
こ
を
九
月
末
日
か
十
月
初
め
あ
た
り
に

出
発
し
て
ゆ
る
ゆ
る
移
動
し
た
と
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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※
　
本
稿
は
、
平
成
一
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
(
基
盤
研
究
(
C
)
(
2
)
)
　
「
南
宋
後

期
に
お
け
る
　
「
朱
子
学
」
　
形
成
の
基
礎
的
研
究
」
　
(
代
表
・
個
人
)
、
及
び
平
成
一
七

年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
(
特
定
領
域
研
究
「
東
ア
ジ
ア
の
海
域
交
流
と
日
本
伝
統

文
化
の
形
成
」
　
文
献
資
料
研
究
部
門
研
究
班
)
　
「
儒
学
テ
キ
ス
ト
を
通
し
て
の
近
世
的

思
考
様
式
の
形
成
-
日
中
に
お
け
る
対
照
的
研
究
-
」
　
(
代
表
中
村
春
作
・
分
担
)

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




